（様式1：一般用）
令和　　　年　　　月　　　日
富岡町長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所・所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人・組織名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

帰還困難区域等への一時立入りについて（報告）
　令和　　年　　月　　日付け第　　　　号にて通行証発行を受けた標記の件について、下記のとおり実施しましたので報告いたします。

1.　立入期間　：　令和　　年　　月　　日（　　）～　令和　　年　　月　　日（　　）
帰還困難区域に滞在した時間　：　約　　　　　時間

2.　作業内容　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.　スクリーニング及び除染状況の結果（いずれかにチェックを入れてください。）
　　□　スクリーニングを実施し、１３，０００CPM未満であった。
　　□　スクリーニングを実施し、１３，０００CPM以上で除染措置を実施した。
4.　スクリーニング場所　：　　　　　　（下の番号から選び、ご記入下さい。）
	No
	箇所名
	所在地

	1
	新夜ノ森スクリーニング場
	富岡町大字本岡字新夜ノ森587-1

	2
	津島スクリーニング場
	浪江町大字下津島字萱深11

	3
	加倉スクリーニング場
	浪江町大字加倉字加倉前20-1

	4
	長塚越田スクリーニング場
	双葉町大字長塚字越田1-38

	5
	大野スクリーニング場
	大熊町大字下野上字大野98-1


5.　立入者氏名及び携帯線量計積算線量(単位：マイクロシーベルト)
	No.
	立入者氏名
	積算線量
	No.
	立入者氏名
	積算線量

	1
	
	
	5
	
	

	2
	
	
	6
	
	

	3
	
	
	7
	
	

	4
	
	
	8
	
	


6.　持出し物品及び計測線量(持出しできなかった場合はその理由を記載してください)
	持出し物品名
	数量
	計測線量
	持出し物品名
	数量
	計測線量

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm


持出しできなかった理由(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　上記会場にて確かにスクリーニング（及び除染）を実施いたしました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人・組織代表者　　　　　　　　　　　　　　　　
· 印字の場合は押印下さい。

 (
記載例
)（様式1：一般用）
[bookmark: _GoBack]令和5年4月16日
富岡町長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所・所在地　福島県双葉郡富岡町○○　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人・組織名　株式会社　富岡○○建設　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入者氏名　　富岡　一郎　　　　　　　　　　　　　　 

帰還困難区域等への一時立入りについて（報告）
　令和5年　4月　5日付け第　1　号にて通行証発行を受けた標記の件について、下記のとおり
実施しましたので報告いたします。

1.　立入期間　：　令和5年　4月17日（月）～　令和5年　4月17日（月）
　　帰還困難区域に滞在した時間　：　約　6　時間

2.　作業内容　：　　会社の片付け、書類の持出し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.　スクリーニング及び除染状況の結果（いずれかにチェックを入れてください。）
　　☑　スクリーニングを実施し、１３，０００CPM未満であった。
　　□　スクリーニングを実施し、１３，０００CPM以上で除染措置を実施した。
4.　スクリーニング場所　：　　　1　　（下の番号から選び、ご記入下さい。）
	No
	箇所名
	所在地

	1
	新夜ノ森スクリーニング場
	富岡町大字本岡字新夜ノ森587-1

	2
	津島スクリーニング場
	浪江町大字下津島字萱深11

	3
	加倉スクリーニング場
	浪江町大字加倉字加倉前20-1

	4
	長塚越田スクリーニング場
	双葉町大字長塚字越田1-38

	5
	大野スクリーニング場
	大熊町大字下野上字大野98-1


5.　立入者氏名及び携帯線量計積算線量(単位：マイクロシーベルト)
	No.
	立入者氏名
	積算線量
	No.
	立入者氏名
	積算線量

	1
	富岡　一郎
	2
	5
	
	

	2
	富岡　二郎
	1
	6
	
	

	3
	
	
	7
	
	

	4
	
	
	8
	
	


6.　持出し物品及び計測線量(持出しできなかった場合はその理由を記載してください)
	持出し物品名
	数量
	計測線量
	持出し物品名
	数量
	計測線量

	決裁書類
	1箱
	3000　cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm


持出しできなかった理由(　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

　上記会場にて確かにスクリーニング（及び除染）を実施いたしました。
　　　　　　　　　　　法人・組織代表者　富岡○○建設　代表取締役　富岡　太郎　㊞　
· 印字の場合は押印下さい。

（様式2：インフラ復旧事業者等用）

令和　　　年　　　月　　　日
富岡町長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所・所在地　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人・組織名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入者氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

帰還困難区域等への一時立入りについて（報告）
　令和　　年　　月　　日付け第　　　　号にて通行証発行を受けた標記の件について、下記のとおり実施しましたので報告いたします。

1.　立入期間　：　令和　　年　　月　　日（　　）～　令和　　年　　月　　日（　　）
　　帰還困難区域に滞在した時間　：　約　　　　　　時間
　　　　　　　　※立入期間が30日を超える場合は、1ヶ月毎に報告書を提出すること。

2.　作業内容　：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.　スクリーニング及び除染状況の結果（いずれかにチェックを入れてください。）
　　□　スクリーニングを実施し、１３，０００CPM未満であった。
　　□　スクリーニングを実施し、１３，０００CPM以上で除染措置を実施した。

4.　スクリーニング場所　：　　　　　　（下の番号から選び、ご記入下さい。）
	No
	箇所名
	所在地

	1
	新夜ノ森スクリーニング場
	富岡町大字本岡字新夜ノ森587-1

	2
	津島スクリーニング場
	浪江町大字下津島字萱深11

	3
	加倉スクリーニング場
	浪江町大字加倉字加倉前20-1

	4
	長塚越田スクリーニング場
	双葉町大字長塚字越田1-38

	5
	大野スクリーニング場
	大熊町大字下野上字大野98-1



5.　持出し物品及び計測線量（持出しができなかった場合はその理由を記載してください。）
　　　持出し物品のすべて記載してください。欄が不足する際は適宜追加してください。
	持出し物品名
	数量
	計測線量
	持出し物品名
	数量
	計測線量

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm



持出しができなかった理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

裏面へ続く


（様式2：インフラ復旧事業者等用）

6.　立入者氏名及び携帯線量計積算線量(単位：マイクロシーベルト)
　　（立入者全員について記載してください。欄が不足する際は適宜追加してください。）
	No.
	立入者氏名
	積算線量
	No.
	立入者氏名
	積算線量

	1
	
	
	16
	
	

	2
	
	
	17
	
	

	3
	
	
	18
	
	

	4
	
	
	19
	
	

	5
	
	
	20
	
	

	6
	
	
	21
	
	

	7
	
	
	22
	
	

	8
	
	
	23
	
	

	9
	
	
	24
	
	

	10
	
	
	25
	
	

	11
	
	
	26
	
	

	12
	
	
	27
	
	

	13
	
	
	28
	
	

	14
	
	
	29
	
	

	15
	
	
	30
	
	





　上記会場にて確かにスクリーニング（及び除染）を実施いたしました。

　　　　　　　　　　　　法人・組織代表者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· 印字の場合は押印下さい。
















 (
記載例
)（様式2：インフラ復旧事業者等用）

令和5年5月18日
富岡町長　様
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住所・所在地　福島県双葉郡富岡町○○　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法人・組織名　株式会社　富岡○○建設　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記入者氏名　　富岡　一郎　　　　　　　　　　　　　　　

帰還困難区域等への一時立入りについて（報告）
　令和5年　4月5日付け第　1　号にて通行証発行を受けた標記の件について、下記のとおり
実施しましたので報告いたします。

1.　立入期間　：　令和5年　4月　17日（月）～　令和5年　5月16日（火）
　　帰還困難区域に滞在した時間　：約　　154　　時間
　　　　　　　　※立入期間が30日を超える場合は、1ヶ月毎に報告書を提出すること。

2.　作業内容　：　　○○○補修工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.　スクリーニング及び除染状況の結果（いずれかにチェックを入れてください。）
　　☑　スクリーニングを実施し、１３，０００CPM未満であった。
　　□　スクリーニングを実施し、１３，０００CPM以上で除染措置を実施した。

4.　スクリーニング場所　：　　　1　　（下の番号から選び、ご記入下さい。）
	No
	箇所名
	所在地

	1
	新夜ノ森スクリーニング場
	富岡町大字本岡字新夜ノ森587-1

	2
	津島スクリーニング場
	浪江町大字下津島字萱深11

	3
	加倉スクリーニング場
	浪江町大字加倉字加倉前20-1

	4
	長塚越田スクリーニング場
	双葉町大字長塚字越田1-38

	5
	大野スクリーニング場
	大熊町大字下野上字大野98-1



5.　持出し物品及び計測線量（持出しができなかった場合はその理由を記載してください。）
　　　持出し物品のすべて記載してください。欄が不足する際は適宜追加してください。
	持出し物品名
	数量
	計測線量
	持出し物品名
	数量
	計測線量

	ケーブル
	1
	2000　cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm

	
	
	cpm
	
	
	cpm



持出しができなかった理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）



裏面へ続く
（様式2：インフラ復旧事業者等用）

6.　立入者氏名及び携帯線量計積算線量(単位：マイクロシーベルト)
　　（立入者全員について記載してください。欄が不足する際は適宜追加してください。）
	No.
	立入者氏名
	積算線量
	No.
	立入者氏名
	積算線量

	1
	富岡　一郎
	5
	16
	
	

	2
	富岡　二郎
	6
	17
	
	

	3
	
	
	18
	
	

	4
	
	
	19
	
	

	5
	
	
	20
	
	

	6
	
	
	21
	
	

	7
	
	
	22
	
	

	8
	
	
	23
	
	

	9
	
	
	24
	
	

	10
	
	
	25
	
	

	11
	
	
	26
	
	

	12
	
	
	27
	
	

	13
	
	
	28
	
	

	14
	
	
	29
	
	

	15
	
	
	30
	
	





　上記会場にて確かにスクリーニング（及び除染）を実施いたしました。

　　　　　　　　　　法人・組織代表者　富岡○○建設　代表取締役　富岡　太郎　㊞　　
· 印字の場合は押印下さい。














